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1 は  じ 力`  き

近年,肉用牛のIE育経営は,品種,地域あるいは経営の

規模を問わず,濃厚飼料多給方式が固定化する傾向にみる。

しかし,将来,世界的な食糧の逼迫が予想されていること

から,外国からの濃厚飼料に大きく依存する方法は,やが

て修正せぎるを得なくなろう。そのような背景から,山地

の利用が見直されつつあるが,草資源に恵まれる青森県に

おいても,草利用による牛肉生産を図ることが重要と考え

られる。とくに日本短角種では,その特性である増体能力

や粗飼料の利用性にすぐれる点を生かした育成,肥育方式

を確立する必要がある。

そこで,今回は, 日本短角種去勢牛に放牧を取り入れた

肥育方式について検討した結果を報告する。

2 方     法

供試牛は日本短角種 (春産子 )去●●‐12頭で,去勢月令

は約 75カ月令,試験開始時月令は約 85カ 月令であった。試

験区分は I区 とⅡ区の2区分とし,各区6頭 の群飼とした。

飼養方法および飼養期間の区分は表 1の とおりである。試

験期間は両区とも昭和51年 12月 23日 に試験を開始し,各 区

とも平均体重が 600り に達するまでとした。I区 の中期 (放

牧期)は 昭和52年 5月 12日 から同年 10月 13日 までの 154日

間とした。Ⅱ区の期の区分は体重区分とした。

表 1飼 養 方 法

区 分 期前 期中 期後

I

屋外飼育 (体重 250均 ～  )
濃厚飼料 :体重比10%給与

組 飼 料 :飽 食

人工草地放牧

濃厚飼料 :給与

屋外飼育 (体電  ～600協 )

猛T暑 )飽食

Ⅱ

屋外飼育 (体重250～ 300切 )

濃厚飼料 :体重比 10%給与

粗 飼 料 :飽食

屋外飼育 (体重 300～ 400″ )

濃厚飼料 :体重比15%給与
粗 飼 料 :飽食

屋外飼育 (体重 400～ 600ん 7)

電最軍置)飽食
注 粗飼料 :牧乾草,牧草サインージ,牧生草。

3 結果および考察

1増 体
体重の推移は図 1に,増体状況は表2の とおりであった。

試験開始時体重は 1区が 254り ,Ⅱ 区が252た夕,終了時体重

は I区が604旬, 1区が 602り で,両 区とも 350た,の増体

量であつた。全期間通算の 1日 当り増体量 (以下,DOと

略)は I区が074り ,Ⅱ 区が 107りで, I区はⅡ区の 692

%の DOであった。飼養期別の増体量をみると,開始時か

らI区の放牧直前まで(I区は前期, Ⅱ区は前～中期にあ

たる)は ,両区ともかなり高いDGを示した。これは,こ

の期間に給 ,した牧草サイレージが極めて良質で,採食量

が多かつたことによる。その後, I区の供試牛は人工草地

に154日 間の輪換放牧をしたが,放牧期FB5中のDGは 036

″と極めて不良であつた。この原因は,放牧草地の草生不

期    間
図 1 体 重 の 推 移
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良による影響が最も大きかつたと推察される。Ⅱ区は全期

間良好な増体を示したが, I区は後期に濃厚飼料を飽食給

与してもⅡ区よりDOが劣った。このことは,放牧中のD0

が低すぎたためであろう。

肥育期間は I区が 476日 間, Ⅱ区が 326日 間を要した。

すなわち, I区はⅡ区より放牧期間とほぼ同じ150日 間遅

れたことになる。

肥育度指数は I区が 464, 1区が 473であつた。 この差

は I区の月令が 5カ 月令多く,そのために体高が高くなつ

たことによる。

2 飼料摂取量

飼料摂取量は表 3の とおりであつた。全/JI間の濃厚飼料

摂取量は I区が 2,310均 , Ⅱ区が 2,671 1raを 要し,I区は1

区より361″少なかつたが,粗飼料 (乾草換算)摂取量は 1

区が 2,887″ (放牧中の摂取量 1,547り を含む ), Ⅱ区が

1,072切で, 1区は 1区より1,815″多かつた。

1の増体に要したTDN量は I区が
'94り
,Ⅱ 区が 744

た,で , I区は 1区の約 134%を要した。 放牧時のDOが良

好であったとすると, I区の濃厚飼料摂取量や TDN要求

量は,かなり少ない量ですむと推察される。

表 3 飼料摂取量 (たの

区 分 濃 厚飼 料 粗 飼 ぶ
1均増体に要
したTDN量

l 2,310 2,887

II 2,671 1,072 7 44

注  *:乾 草換算値

3 解体成績 と枝肉構成

と殺解体成績と枝肉格付成績は表 4の とお りであつた。

I区は 6頭, Ⅱ区は 4頭 を解体したが,枝肉歩留 りは Ⅱ区

が高かった。

枝肉格付の結果, 1区は 1区 より枝肉の外観,肉 質とも

総体的に劣つた。とくに 1区では脂肪付着に難点がみられ ,

ロース芯の脂防交雑も低かつた。

表4 解体結果

I区の供試牛 3頭について,枝肉から刀で物理的に分離

可能な赤肉,脂肪,骨,その他の各重量を求めた結果,枝

肉重量 (Dは 3546り ,赤肉1766毎 (498%),脂肪 1294

均 (365%),骨 440″ (124%),その他46り (13%)

であつた。ここで, Ⅱ区の枝肉解体は実施しなかったため

に直接比較できないが,筆者ら(未発表 )が本種去勢牛で

実施した全期間濃厚飼料を多給した牛の枝肉 (同 一重量で

比較 )と ほぼ同じ構成割合であつた。

4 お わ  り に

本試験では放牧期間中のDOが悪く,放牧利用の効果は

認められなかつた。また,放牧をとり入れた場合の肉質の

問題などもあり,今後,草地条件,放牧方法および育成期

の諸条件と増体との関連,仕上げ期間,栄養水準および飼

料の質などの検討が必要である。

放牧をとり入れた場合の収益性を一口に述べることは難

しく,濃厚飼料の面をみると有利であるが,その間の相飼

料量,肥育期間,出荷時の肉質などからみると簡単には試

算できない。しかし,放牧時のDOが良い, 粗飼料の生産

費が安い,放牧料が安価などの条件が整うことによつて慣

行法より収益が高くなるであろう。その場合,放牧時のD

Oは 06切 以上が必要で, このDOを保つには放牧地の条

件や放牧方法が適正であることが大切であり,生産草量が

10a当 り4t位の人工草地の場合, 1頭 当り35a程度必要

となり,現存草に対する利用率を50%程度あるいはそれ以

下にする必要があろう。 したがつて,草地を1巴育牛のみで

使用すると不経済となり,越冬飼料の調製や繁殖牛などと

上手に組合せる必要があろう。

区分 鰤罐③
獅』④

枝肉重

(″形)
帥卸④

枝肉格付

I 616 上2,中 2,並 2

Ⅱ 上3,中 1


